
現行の地域医療構想の振り返りと

今後に向けた課題等
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資料４

各種データによる受療動向等の分析



現行の地域医療構想

2

地域医療構想について

団塊の世代が後期高齢者となる2025年に向け、医療・介護需要の増加が想定

② 策定

平成２７年度に策定した第７次岡山県保健医療計画（計画期間：平成２８～２９年度）に併せて策定

③ 目的

中長期的な人口構造や地域の医療ニーズの質・量の変化を見据え、医療機関の機能分化・連携を進め、
良質かつ適切な医療を効率的に提供できる体制の確保を目的とするもの

④ 内容

● 都道府県が、各構想区域における2025年の医療需要と病床数の必要量について、医療機能

（高度急性期、急性期、回復期、慢性期）ごとに推計

● 各医療機関が都道府県に対し、医療機能ごとの病床数等を「病床機能報告」として報告

● 各構想区域に設置された「地域医療構想調整会議」において、病床の機能分化・連携に向けた

協議を実施

● 都道府県は、「地域医療介護総合確保基金」を活用し、医療機関の機能分化・連携を支援

① 背景

令和７年度第１回岡山県地域医療構想調整
会議資料２（一部改）
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岡山県の病床数の推移 令和７年度第１回岡山県地域医療構想調整
会議資料２（一部改）

2025年
時点での
必要病床
数(推計)

厚生労働省「病床機能報告」から作成

高度急性期
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岡山県の病床数の推移 令和７年度第１回岡山県地域医療構想調整
会議資料２（一部改）

2025年
時点での
必要病床
数(推計)

厚生労働省「病床機能報告」から作成

急性期
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岡山県の病床数の推移 令和７年度第１回岡山県地域医療構想調整
会議資料２（一部改）

2025年
時点での
必要病床
数(推計)

厚生労働省「病床機能報告」から作成

回復期
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岡山県の病床数の推移 令和７年度第１回岡山県地域医療構想調整
会議資料２（一部改）

2025年
時点での
必要病床
数(推計)

厚生労働省「病床機能報告」から作成

慢性期
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医療需要の推計と実績の比較

地域医療構想における入院患者数の推計値と実績値の指標の推移（2013年を100としたとき）

令和８年1月1６日 第９回地域医療構想及び医療計画等に関する検討会資料１（P９）より抜粋

国全体
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医療需要の推計と実績の比較

【出典】
実績値：厚生労働省「病院報告」
推計値：厚生労働省「地域医療構想策定支援ツール」（地域医療構想策定時の推計値）

岡山県全体

地域医療構想における入院患者数の推計値と実績値の指標の推移（2013年を100としたとき）
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医療需要の推計と実績の比較

【出典】
実績値：厚生労働省「病院報告」
推計値：厚生労働省「地域医療構想策定支援ツール」（地域医療構想策定時の推計値）

県南東部

地域医療構想における入院患者数の推計値と実績値の指標の推移（2013年を100としたとき）
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医療需要の推計と実績の比較

【出典】
実績値：厚生労働省「病院報告」
推計値：厚生労働省「地域医療構想策定支援ツール」（地域医療構想策定時の推計値）

県南西部

地域医療構想における入院患者数の推計値と実績値の指標の推移（2013年を100としたとき）
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医療需要の推計と実績の比較

【出典】
実績値：厚生労働省「病院報告」
推計値：厚生労働省「地域医療構想策定支援ツール」（地域医療構想策定時の推計値）

高梁・新見

地域医療構想における入院患者数の推計値と実績値の指標の推移（2013年を100としたとき）
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医療需要の推計と実績の比較

【出典】
実績値：厚生労働省「病院報告」
推計値：厚生労働省「地域医療構想策定支援ツール」（地域医療構想策定時の推計値）

真庭

地域医療構想における入院患者数の推計値と実績値の指標の推移（2013年を100としたとき）
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医療需要の推計と実績の比較

【出典】
実績値：厚生労働省「病院報告」
推計値：厚生労働省「地域医療構想策定支援ツール」（地域医療構想策定時の推計値）

津山・英田

地域医療構想における入院患者数の推計値と実績値の指標の推移（2013年を100としたとき）

100

87.1 

101.3 

98.2 98.2 99.7 

96.1 
94.3 

86.8 

83.6 
81.7 

81.2 
82.4 

60

65

70

75

80

85

90

95

100

105

110

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

推計値 実績値



「患者調査」による分析
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二次医療圏域をまたぐ入院患者の流出入の状況

厚生労働省「平成26（2014）年患者調査」及び「令和５（2023）年患者調査」より作成

圏 域

流出患者割合 流入患者割合

2014年
（H26）

2023年
（R5）

増減
2014年
（H26）

2023年
（R5）

増減

県南東部 10.1 7.6 ▲2.5 18.5 16.5 ▲2.0

県南西部 15.4 12.3 ▲3.1 18.1 13.9 ▲4.2

高梁・新見 38.0 37.2 ▲0.8 14.0 14.1 ＋0.1

真 庭 28.1 41.3 ＋13.2 18.1 13.0 ▲5.1

津山・英田 18.1 16.2 ▲1.9 6.0 6.2 ＋0.2

（単位：％）
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患者住所地と同一区域の医療機関で入院している割合について、県南東部、県南西部、津山・英田の各

区域が90％前後である一方、高梁・新見、真庭の各区域は70％前後である。

厚生労働省「令和５（2023）年患者調査」より作成
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□自圏域

2023年（Ｒ５)

「患者調査」による分析



救急搬送実績データによる分析
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岡山県の救急自動車による救急搬送人員は、新型コロナウイルス感染症のまん延時に一旦減少したもの

の、その後増加に転じ、令和４年には令和元年の件数を上回った。

岡山県消防保安課「岡山県消防防災年報」より作成
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岡山県消防保安課「岡山県消防防災年報」より作成
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救急搬送実績データによる分析
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圏 域

重篤・重症患者 中等症・軽症患者

2017年
（H29）

2024年
（R6）

増減
2017年
（H29）

2024年
（R6）

増減

県南東部 95.3 96.5 ＋1.2 97.3 97.7 ＋0.4

県南西部 98.3 94.7 ▲3.6 98.4 97.8 ▲0.6

高梁・新見 52.0 54.1 ＋2.1 75.7 72.1 ▲3.6

真 庭 54.0 55.0 ＋1.0 87.9 78.6 ▲9.3

津山・英田 91.0 92.1 ＋1.1 94.5 93.5 ▲1.0

（単位：％）

自圏域内での救急搬送への対応状況

消防庁「統計調査系システム」における「救急・ウツタイン調査業務」データ（岡山県消防保安課提供）より作成

救急搬送実績データによる分析

※平成29年のデータが、県外への搬送件数が不明なデータのため、平成29年、令和６年とも判別可能な県内における搬送件数
から割合を算出している。
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患者住所地と同一区域の医療機関で入院している割合について、県南東部、県南西部、津山・英田の各

区域が90％前後である一方、高梁・新見、真庭の各区域は70％前後である。
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2017年(Ｈ29)

消防庁「統計調査系システム」における「救急・ウツタイン調査業務」データ（岡山県消防保安課提供）より作成

救急搬送実績データによる分析

※県外への搬送件数が不明なデータのため、判別可能な県内における搬送件数から割合を算出している。



95.9%

4.9%

8.1%

4.9%

4.4%

3.2%

89.4%

33.3%

5.7%

1.0%

0.2%

0.1%

53.3%

3.6%

52.8%

2.4%

0.1%

0.2%

32.7%

91.0%

0.6%

5.7%

1.4%

3.9%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南東部

県南西部

高梁・新見

真庭

津山・英田

県南東部 県南西部 高梁・新見 真庭 津山・英田 県外

20

患者住所地と同一区域の医療機関で入院している割合について、県南東部、県南西部、津山・英田の各

区域が90％前後である一方、高梁・新見、真庭の各区域は70％前後である。

救急搬送件数（消防本部等所在地×搬送先施設所在地）

□自圏域

重篤・重症

消防本部等所在地

搬送先施設所在地

2024年(R6)

消防庁「統計調査系システム」における「救急・ウツタイン調査業務」データ（岡山県消防保安課提供）より作成

救急搬送実績データによる分析

※県外への搬送件数も含んで算出しているため、スライド１８とは異なる割合になっている。
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患者住所地と同一区域の医療機関で入院している割合について、県南東部、県南西部、津山・英田の各

区域が90％前後である一方、高梁・新見、真庭の各区域は70％前後である。
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救急搬送件数（消防本部等所在地×搬送先施設所在地）

□自圏域

中等症・軽症

消防本部等所在地

搬送先施設所在地

2017年(Ｈ29)

消防庁「統計調査系システム」における「救急・ウツタイン調査業務」データ（岡山県消防保安課提供）より作成

救急搬送実績データによる分析

※県外への搬送件数が不明なデータのため、判別可能な県内における搬送件数から割合を算出している。
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患者住所地と同一区域の医療機関で入院している割合について、県南東部、県南西部、津山・英田の各

区域が90％前後である一方、高梁・新見、真庭の各区域は70％前後である。

救急搬送件数（消防本部等所在地×搬送先施設所在地）

□自圏域

中等症・軽症

消防本部等所在地

搬送先施設所在地

2024年(R6)

消防庁「統計調査系システム」における「救急・ウツタイン調査業務」データ（岡山県消防保安課提供）より作成

救急搬送実績データによる分析

※県外への搬送件数も含んで算出しているため、スライド１８とは異なる割合になっている。
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661

795

565
20

60

86

178

271

26

195

8

54

6

27

8

圏域外への搬送状況
（令和６年実績）

中等症・軽症 － 540
＋ 268
  7,450

津山・英田
7,722

圏外へ搬送 －1,046

圏外から受入 ＋1,220

受入件数 40,022

県南東部

発生件数 39,848

－ 1,589

＋ 1,441

  31,185

県南西部

  31,333

－ 843 
＋ 122
  2,213

高梁・新見
２，９34

－ 500
＋ 261
 1,750

真庭
1,989

110

234
8

救急搬送実績データによる分析

133

908

32

94
39



97.9%

8.2%

23.2%

2.8%

10.9%

1.9%

91.6%

47.3%

1.8%

1.2%

0.2%

18.8% 10.7%

87.2%

4.4%

0.2%

8.3%

83.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南東部

県南西部

高梁・新見

真庭

津山・英田

県南東部 県南西部 高梁・新見 真庭 津山・英田

脳卒中医療連携体制の実績調査結果による分析

25

患者住所地と同一区域の医療機関に入院している割合について、県南東部、県南西部、真庭、津山・英

田の各区域がおおむね85％以上である一方、高梁・新見区域は19％である。

患者住所地

施設所在地

※脳卒中については、県保健医療計画において、急性期、回復期、維持期の経過に応じて医療機関等に求められる医療機能の要件を
定めており、各期の医療機能を満たす医療機関に、自発的に届出をしてもらっている。（地域医療構想上の「急性期」とは異なる）

新規脳卒中入院患者数（施設所在地×患者住所地）

2017年度(Ｈ29)

岡山県「脳卒中の医療連携体制を担う医療機関等における実績調査」結果から作成

□自圏域

急性期機能を担う医療機関



95.9%

4.9%

8.1%

4.5%

7.7%

3.8%

95.0%

51.3%

5.1%

0.2%

0.1%

34.4%

4.4%

64.3%

3.5%

0.1%

1.9%

26.1%

88.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南東部

県南西部

高梁・新見

真庭

津山・英田

県南東部 県南西部 高梁・新見 真庭 津山・英田

脳卒中医療連携体制の実績調査結果による分析

26

患者住所地と同一区域の医療機関に入院している割合について、県南東部、県南西部、真庭、津山・英

田の各区域がおおむね85％以上である一方、高梁・新見区域は19％である。

患者住所地

施設所在地

※脳卒中については、県保健医療計画において、急性期、回復期、維持期の経過に応じて医療機関等に求められる医療機能の要件を
定めており、各期の医療機能を満たす医療機関に、自発的に届出をしてもらっている。（地域医療構想上の「急性期」とは異なる）

2024年度(R6)

岡山県「脳卒中の医療連携体制を担う医療機関等における実績調査」結果から作成

□自圏域

新規脳卒中入院患者数（施設所在地×患者住所地） 急性期機能を担う医療機関



27

新規脳卒中入院患者（令和６年度実績）

脳卒中医療連携体制の実績調査結果による分析

－ 57
＋ 62
    514

津山・英田
509

圏外へ搬送 －115

圏外から受入＋186

受入件数 2,846

県南東部

発生件数 2,775

－ 92 

＋ 226

      1,962

県南西部

 1,828

－ 105 
＋ 8
      63

高梁・新見
160

－ 56
＋ 27

    128

真庭
  157

82

90

105

18

41

3

7

13

2

6

4

8 7

39



92.8%

11.2%

26.4%

38.4%

30.6%

6.9%

88.7%

53.6%

11.9%

5.3%

0.1%

16.5%

0.2%

1.5%

22.0%

1.9%

0.2%

2.1%

27.5%

62.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県南東部

県南西部

高梁・新見

真庭

津山・英田

県南東部 県南西部 高梁・新見 真庭 津山・英田

28

患者住所地と同一区域の医療機関に入院している割合について、県南東部、県南西部、真庭、津山・英

田の各区域がおおむね85％以上である一方、高梁・新見区域は19％である。

患者住所地

医療機関所在地

※院内がん登録データは、岡山県内の「都道府県がん診療連携拠点病院」１施設、「がん診療連携拠点病院」６施設、「地域がん診療病
院」２施設、「岡山県がん診療連携推進病院」４施設から提出された、入院・外来を問わない１年間の登録データ

新規がん患者登録件数

2022年(R4)

□自圏域

院内がん登録データによる分析

岡山県がん診療連携協議会事務局（岡山大学病院）発行「岡山県院内がん登録報告書2022年版」より作成



29

院内がん登録件数（令和４年実績）

院内がん登録データによる分析

圏外へ流出 － 579

圏外から受入＋1,592

登録件数 9,026

県南東部

患者数 8,013

－ 639 

＋1,079

       6,108

県南西部

   5,668

－ 567 
＋ 11
    123

高梁・新見
679

－457
＋ 44
    173

真庭
  586

－ 680
＋ 196
  1,319

津山・英田
1,803

34

364

637

550

95

1

20

9

1

1

179

10

14

161

22570 551



DPC導入の影響評価に関する調査（退院患者調査）による分析

30

令和５年度調査

厚生労働省 令和５年度DPC導入の影響評価に関する調査「退院患者調査」から作成

57.3%

35.7%

32.1%

50.6%

1.5% 1.6%

7.5%

13.7%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

脳梗塞

47.1%

53.9%

36.7%

39.6%

3.5% 2.0%

10.7%

6.5%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

心不全

3,103件

336件

3,502件

618件



DPC導入の影響評価に関する調査（退院患者調査）による分析

31

令和５年度調査

厚生労働省 令和５年度DPC導入の影響評価に関する調査「退院患者調査」から作成

48.8%

68.3%

36.5%

18.3%

3.2% 0.8%

10.6%

13.3%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

肺炎等

56.5%

77.6%

34.2%

17.3%

1.8%1.9%

5.6%

5.1%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

誤嚥性肺炎

4,８０５件

120件

2,812件

254件



DPC導入の影響評価に関する調査（退院患者調査）による分析

32

令和５年度調査

厚生労働省 令和５年度DPC導入の影響評価に関する調査「退院患者調査」から作成

51.8%

45.3%

34.0%

47.0%

3.3% 1.2%

9.6%

7.7%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

腎臓又は尿路の感染症

52.1%

57.0%

39.9%

42.1%

0.8% 1.1%

6.1%

0.9%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

慢性腎炎症候群・慢性間質性腎炎・慢性腎不全

2,570件

181件

1,685件

1,170件



DPC導入の影響評価に関する調査（退院患者調査）による分析

33

令和５年度調査

厚生労働省 令和５年度DPC導入の影響評価に関する調査「退院患者調査」から作成

65.1%

59.6%

27.7%

36.0%

7.2%

4.4%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

肺の悪性腫瘍

64.4%

51.0%

30.6%

36.5%

5.0%

12.5%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

胃の悪性腫瘍

3,690件

1,387件

641件

1,664件



DPC導入の影響評価に関する調査（退院患者調査）による分析

34

令和５年度調査

厚生労働省 令和５年度DPC導入の影響評価に関する調査「退院患者調査」から作成

55.6%

62.1%

36.6%

24.3%

2.5% 0.6%

7.8%

10.6%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

股関節・大腿近位の骨折

58.0%

77.0%

34.7%

11.7%

2.3%

5.0%

11.3%

手術なし

手術あり

１県南東部 ２県南西部 ３高梁・新見 ４真庭 ５津山・英田

胸椎、腰椎以下骨折損傷（胸・腰髄損傷を含む）

１５３件

2,328件

918件

256件



構想区域ごとの状況

35

構
想
策
定
時
の
状
況

現
在
の
状
況

自区域, 

95.3%

自区域, 

97.3%

自区域, 

96.5%
自区域, 

97.7%

救急搬送 脳卒中

自区域, 

97.9%

自区域, 

95.9%

がん

自区域, 

92.8%

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2017年（H29） 2017年度（H29）

＜急性期入院＞

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2024年（R6） 2024年度（R6）

＜急性期入院＞

2022年（R4）

＜院内がん登録＞

県南東 部



構想区域ごとの状況

36

構
想
策
定
時
の
状
況

現
在
の
状
況

自区域, 

98.3%

自区域, 

98.4%

自区域, 

94.7%
自区域, 

97.8%

救急搬送 脳卒中

自区域, 

91.6%

自区域, 

95.0%

がん

自区域, 

88.7%

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2017年（H29） 2017年度（H29）

＜急性期入院＞

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2024年（R6） 2024年度（R6）

＜急性期入院＞

2022年（R4）

＜院内がん登録＞

県南西 部



構想区域ごとの状況

37

構
想
策
定
時
の
状
況

現
在
の
状
況

自区域, 

52.0%
自区域, 

75.7%

自区域, 

54.1% 自区域, 

72.1%

救急搬送 脳卒中

自区域, 

18.8%

自区域, 

34.4%

がん

自区域, 

16.5%

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2017年（H29） 2017年度（H29）

＜急性期入院＞

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2024年（R6） 2024年度（R6）

＜急性期入院＞

2022年（R4）

＜院内がん登録＞

高梁・新見



構想区域ごとの状況

38

構
想
策
定
時
の
状
況

現
在
の
状
況

自区域, 

54.0%
自区域, 

87.9%

自区域, 

55.0%
自区域, 

78.6%

救急搬送 脳卒中

自区域, 

87.2%

自区域, 

64.3%

がん

自区域, 

22.0%

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2017年（H29） 2017年度（H29）

＜急性期入院＞

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2024年（R6） 2024年度（R6）

＜急性期入院＞

2022年（R4）

＜院内がん登録＞

真 庭



構想区域ごとの状況

39

構
想
策
定
時
の
状
況

現
在
の
状
況

自区域, 

91.0%

自区域, 

94.5%

自区域, 

92.1%
自区域, 

93.5%

救急搬送 脳卒中

自区域, 

83.6%

自区域, 

88.8%

がん

自区域, 

62.3%

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2017年（H29） 2017年度（H29）

＜急性期入院＞

＜重篤・重症＞ ＜中等症・軽症＞

2024年（R6） 2024年度（R6）

＜急性期入院＞

2022年（R4）

＜院内がん登録＞

津山・英田
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